
推定直腸温の精度について



直腸温の推定精度は37.5~39.3℃の間で誤差±0.2℃、35.2~37.4℃の間で誤差±0.4℃に収まり、
発熱・低体温などのスクリーニングや傾向監視には問題ない精度である。

1.試験設計 
• 第三者機関が保有する実験動物施設のビーグル犬にPetVoiceを装着。 

• 低体温を誘引する化合物を投与。投与後2時間おきに第三者機関の実験動
物管理者が直腸温の実測値を計測し同時刻のPetVoiceデータと比較した。 

• 直腸温の計測は電子体温計（SureTempPlus690、ウエルチ・アレン・ジャパ
ン株式会社）を用いた 

2.結果・解釈 
• 37.5~39.3℃区間における結果は以下の通りである。 

• 平均二乗誤差(MSE):0.053 

• 平方根平均二乗誤差(RMSE):0.229°C 

• 平均絶対誤差(MAE):0.197°C 

• 決定係数R2： 0.7605 

• 35.2~37.4℃区間における結果は以下の通りである。 

• 平均二乗誤差（MSE: Mean Squared Error）： 0.37 

• 平方根平均二乗誤差（RMSE）： 0.61[℃] 

• 平均絶対誤差（MAE: Mean Absolute Error）： 0.48[℃] 

• 決定係数R2： 0.8633
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